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立間 敏弘 さん

( 湯　 免)

まちづくりは
町民憲章の実践 から

環境 保健委員 を担当 する私 はこ の面 から の「 まち

づ くり」 を考 えて み ました。「ゴ ミを 制す る者 は国
を制 す」 とい う言葉を随分昔 に聞い たこ とがあ り ま
す。経 済大国 となった現在、我 々の文 明生活 も最高

水準 となり大変 に有難いこ とで すが 、その結果 は環

境悪化 、ゴミ増大 などの「つけ」 が廻っ て きてい る
ことは皆様 ご承知 のとおりです。我 々 町民 はゴ ミの
自己処理 や水 切り等 で減量に心掛け るこ とは最 も大

切なこ とで すが、やはりゴ ミは出 さざ るをえ ません。
その際、町 発行の「 ゴミ収集の約束ご と」 等を常 に

念 頭にお き、規則 を守 るこ とが、益 々重 要になっ て
きます。例 えば毎 月 の空 カン回収日 には今 だにビ ン
などの不燃物 が混ってい ます。 また収 集 日以 外の 日

に出 す人、等 々。 一人 の違反 者のため に皆 が迷惑し
ますが 、この場合 、 もし見 かけ たら町民 同士 ですか
ら 、そ の場で ルールを教え、注 意しあ うこ とが 必要

だ と思い ます。
さて 、拙文 を読 み直してみ ると、な んと町民 憲章

の主旨そ の ものだ と気 付き まし た。 町民 として誇 り
の もてる立 派 な憲章 だ と、改 め て思っ た次 第で す。

「 まちづ くりは町民憲 章の実践 から」 とい う結論 に
なっ てし まい ました。

岡村安彦さん

( 大　 竹)

ハ ート （愛 ）＆ ア ート （芸術 ）
の まち づく り

誇れるものが欲しかったこの町に、待望の美術館
がオープンした。念願が叶って、さて私に出来るこ
とは… … …

家族と郷土の自然への愛情を描 き続けた香月画伯
に倣って、ここが 私゙の地球、であることに自信を
持つことと「人間愛と平和」を希求するこの美術館
を多くの人にＰＲすることだ。そして、世界中の香
月ファンをこのまちに呼んで交流を図ろう。情報は
発信すれば必ず誰かが受けとめていてくれるし、そ
こから新しい出会いが生 まれる。

また、67km2のこの町全体を大きなアトリエあるい
はキヤンバスにみたて、みんなが、まちの景観にマッ
チするよう建物や看板のデザインに配慮し、心地よ
い空間を生み出す努力 をしよう。この精神こそが香
月芸術が残してくれた最大の贈り物であり、これを
次代を担う子どもたちに伝えていくことが大人の役
目だと思う。

この6, 825十α 人で描き続ける愛情が まちづ くり
だ。

そしてこの美術館を有するにふさわしい真にハー
トとアートのあるまちをみんなでつくっていこう。

この町の真価は、私たち自身の進化にかかってい
る！
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